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２
０
２
３
年
９
月
、
全
消
協
函
館
総

会
に
て
再
任
さ
れ
ま
し
た
須
藤
で
す
。

初
心
を
忘
れ
ず
、
消
防
職
場
の
改
善
は

も
と
よ
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

念
頭
に
置
き
活
動
を
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
本
年
も
皆
さ
ま
方
の
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

前
期
の
２
年
間
で
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

は
受
け
ま
し
た
が
、
全
消
協
は
各
種
講

座
の
開
催
、
国
に
対
す
る
要
請
行
動
、

自
治
労
お
よ
び
関
係
組
織
と
の
意
見
交

換
、
自
治
労
消
防
政
策
議
員
懇
談
会
と

の
対
話
、
国
際
連
帯
活
動
等
々
、
多
様

な
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
活
動
は
す
べ
て
、
我
々
の
働
く

職
場
環
境
・
労
働
条
件
の
改
善
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
め
ざ
し
て
の
活
動

で
す
。

　

消
防
職
場
に
は
階
級
が
あ
り
、
し
ば

し
ば
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
の
理
不
尽
な
命

令
が
下
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
に
対
し
て
私
た
ち
が
求
め
る
の
は
ボ

ト
ム
ア
ッ
プ
で
す
。
現
場
で
感
じ
た
住

民
サ
ー
ビ
ス
遂
行
の
た
め
に
足
り
な
い

部
分
や
労
働
安
全
衛
生
の
不
備
、
業
務

リ
ス
ク
に
対
す
る
手
当
等
の
補
完
等
に

対
し
て
協
議
会
会
員
が
話
し
合
い
、
そ

の
こ
と
を
管
理
側
に
伝
え
、
労
使
が
協

力
し
消
防
行
政
の
向
上
を
追
求
す
る
の

が
協
議
会
の
存
在
意
義
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
状
で
法
的
に
労

使
の
話
し
合
い
の
場
が
認
め
ら
れ
て
い

る
の
は
、
消
防
職
員
委
員
会
だ
け
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
委
員
同
士
が
消
防

行
政
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
そ
の
結
果

を
消
防
長
に
提
出
す
る
。
委
員
会
で
必

要
で
あ
る
と
決
定
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
消
防
長
の
独
断
で
不
要
で
あ
る
と

却
下
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
案
を
ほ

と
ん
ど
の
会
員
の
皆
さ
ん
は
経
験
さ
れ

て
い
る
で
し
ょ
う
。
こ
う
い
っ
た
事
象

も
あ
る
意
味
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
あ
り
、

独
裁
的
組
織
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ

は
私
た
ち
の
め
ざ
す
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
と

は
真
逆
で
す
。
一
般
職
員
が
真
摯
に
消

防
行
政
に
つ
い
て
考
え
、
意
見
具
申
し
、

改
善
を
行
う
。
民
主
的
で
風
通
し
の
良

い
職
場
づ
く
り
の
た
め
に
本
年
も
役
員

一
同
、
協
議
会
活
動
に
邁
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
全
国
の
皆
さ
ん
、
と
も
に
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

　

新
し
い
年
が
会
員
の
皆
さ
ま
・
ご
家

族
は
も
と
よ
り
、
地
域
住
民
の
方
々
に

と
っ
て
安
心
で
健
や
か
な
１
年
に
な
る

よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

文
末
に
は
な
り
ま
す
が
、
こ
の
度
の

能
登
半
島
地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
々
に

心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
懸
命
に
現
場
活
動
を
行
っ
て
い

る
仲
間
の
奮
闘
に
心
か
ら
感
謝
し
、
深

く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

全
国
消
防
職
員
協
議
会

会
長　

須
藤　

洋
典

2024年の年頭にあたり、2024年の年頭にあたり、
謹んで新年のご挨拶を申し上げます謹んで新年のご挨拶を申し上げます

能登半島地震の被災により、亡くなられた方々へ哀悼の誠を捧げるとともに、
被災された皆さまに心からお見舞い申し上げます。

　2024 年1月15日（月）～2月29日（木）、1人500 円を
目標に、災害カンパのご協力をよろしくお願いします。賛同いた
だける場合は、単協ごとに全消協カンパ口座へ送金してくださ
い。カンパの拠出先は幹事会等で決定し、ご報告いたします。

【送金口座】
中央労働金庫 市谷支店 普通 3584593
口座名義：全消協　副会長　長谷部　寛

※ 送金後は、確認のため右記QRコードから入力
いただき、報告をお願いします。

「能登半島地震災害カンパ」へのご協力のお願い
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Ｐ
Ｓ
Ｉ
（
国
際
公
務
労
連
）
は

２
０
２
３
年
10
月
14
〜
18
日
、
ス
イ

ス
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
第
31
回
世
界
大
会

を
開
催
し
た
。「
多
重
危
機
の
世
界
に

お
い
て
『
利
益
よ
り
も
人
々
』
を
優
先

す
る
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
今
後

５
年
間
の
「
行
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、
規

約
改
正
の
ほ
か
、
労
働
組
合
権
、
質
の

高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
、
平
和
・

人
権
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
＋
の
代
表
性
の
確
保

な
ど
の
決
議
案
を
採
択
し
た
。

　

な
お
、
会
長
に
ブ
リ
ッ
タ
・
レ
ヨ
ン

（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）、
書
記
長
に
ダ
ニ
エ

ル
・
ベ
ル
ト
ッ
サ
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

を
そ
れ
ぞ
れ
新
た
に
選
出
し
た
。

　

Ｐ
Ｓ
Ｉ
世
界
大
会
に
は
世
界
中
の
加

盟
組
織
か
ら
１
２
０
０
人
が
参
加
し
た
。

日
本
か
ら
は
37
人
の
代
議
員
等
が
参
加

し
、
全
消
協
か
ら
は
代
議
員
３
人
︵
須

藤
洋
典
会
長
、
長
谷
川
亜
純
事
務

局
次
長
、
岡
大
祐
事
務
局
次
長
︶、

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
︵
実
務
者
︶
１
人

︵
川
北
研
人
事
務
局
長
︶
の
４
人

が
参
加
し
た
。

　

大
会
は
、﹁
行
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

に
お
い
て
、
今
日
の
世
界
情
勢
を

﹁
多
重
危
機
」
と
捉
え
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
気
候
変

動
・
環
境
危
機
、
戦
争
、
貧
困
と

格
差
、
イ
ン
フ
レ
、
右
派
政
権
の

台
頭
を
挙
げ
、
こ
れ
ら
を
解
決
す

べ
き
多
国
間
シ
ス
テ
ム
が
そ
の
役

割
を
果
た
し
て
い
な
い
と
指
摘
し

た
。
そ
の
上
で
、
こ
の
危
機
を
克

服
す
る
労
働
組
合
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
、

①
組
織
化
、
②
人
権
、
③
公
正
な
グ

ロ
ー
バ
ル
経
済
、
④
労
働
組
合
権
、
⑤

質
の
高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
、
⑥

保
健
・
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
６
つ
を
部
門

別
活
動
強
化
の
柱
と
し
て
打
ち
出
し
た
。

　

大
会
議
事
で
は
、
こ
の
柱
ご
と
に
国

連
関
係
機
関
の
学
識
者
や
専
門
家
か
ら

講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
各
加
盟
組
織
か
ら
提

出
さ
れ
た
決
議
案
の
討
論
が
実
施
さ
れ

た
。

　

日
本
か
ら
は
、
下
記
の
３
つ
の
決
議

案
を
提
案
し
、
す
べ
て
可
決
さ
れ
た
。

全
消
協
か
ら
出
席
の
代
議
員
全
員
が
発

言
し
た
︵
そ
れ
ぞ
れ
の
発
言
は
下
記
の

通
り
︶。

　

さ
ら
に
、
北
欧
地
域
︵
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
︶
の
自
治
体
・
消

防
職
員
の
労
働
組
合
関
係
者
と
意
見
交

換
を
実
施
し
た
。
日
本
は
国
連
・
Ｉ
Ｌ

Ｏ
の
加
盟
国
で
あ
り
、
憲
法
に
お
い
て

男
女
平
等
の
権
利
を
保
障
し
て
い
る
が
、

第
１
８
３
号
条
約
※
を
批
准
し
て
い
な

い
。
男
女
平
等
を
進
め
て
い
く
た
め
の

社
会
的
活
動
に
つ
い
て
、
引
き
続
き

メ
ー
ル
等
で
の
意
見
交
換
を
し
て
い
く

こ
と
と
し
、
終
了
し
た
。

※
第
１
８
３
号
条
約
:
１
９
５
２
年
に
採

択
さ
れ
た
母
性
保
護
条
約
︵
改
正
︶︵
第

１
０
３
号
︶
を
改
正
す
る
条
約
。

【
日
本
の
加
盟
組
合
提
出
の
決
議
案
】

　

日
本
の
加
盟
組
合
Ｐ
Ｓ
Ｉ

－

Ｊ
Ｃ

が
提
出
し
た
決
議
案
は
以
下
の
通
り
。

第
21
号
﹁
韓
国
・
香
港
・
フ
ィ
リ
ピ
ン

お
よ
び
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
労
働
者
と
の

連
帯
」

第
22
号
﹁
日
本
の
公
務
員
の
労
働
基
本

権
、
消
防
職
員
の
団
結
権
・
団
体
交

渉
権
を
求
め
る
」

第
35
号
﹁
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
続
く
労
働
者

の
た
た
か
い
を
支
援
す
る
」

【
世
界
大
会
で
の
全
消
協
参
加
者
（
代

議
員
）
の
発
言
要
旨
】

　

Ｐ
Ｓ
Ｉ

－

Ｊ
Ｃ
が
提
出
し
た
第
22

号
決
議
案
に
つ
い
て
、
須
藤
洋
典
会
長

が
以
下
の
通
り
提
案
し
、
全
体
で
承
認

さ
れ
た
。

●
Ｉ
Ｌ
Ｏ
は
、
こ
れ
ま
で
11
回
に
わ
た

り
、
公
務
員
に
労
働
基
本
権
を
付
与

す
る
よ
う
日
本
政
府
に
勧
告
し
て
き

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
に
労

働
基
本
権
が
付
与
さ
れ
て
お
ら
ず
、

消
防
職
員
に
い
た
っ
て
は
、
団
結
権

す
ら
与
え
ら
れ
て
い
な
い
状
況
が
続

い
て
い
る
。

●
消
防
職
員
も
労
働
者
と
し
て
安
全
に
、

安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
労

働
・
勤
務
環
境
が
必
要
で
あ
る
。
消

防
も
含
め
た
公
務
職
場
に
お
い
て
は
、

健
全
な
労
使
関
係
を
確
立
す
る
こ
と

で
、
質
の
高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
で
き
る
と
確
信
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
に
も
、
公
務
員
へ
の
労
働
基
本

権
、
少
な
く
と
も
消
防
職
員
の
団
結

権
の
付
与
を
認
め
さ
せ
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

　

ほ
か
の
加
盟
組
織
が
提
出
し
た
議
案

に
つ
い
て
Ｐ
Ｓ
Ｉ

－

Ｊ
Ｃ
は
賛
成
の

立
場
で
、
以
下
の
通
り
発
言
し
た
。

第
４
号
決
議
案
「
性
と
生
殖
に
関
す
る

権
利
と
女
性
の
保
護
」（
長
谷
川
亜
純

事
務
局
次
長
）

●
女
性
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
Ｓ
Ｒ

Ｈ
Ｒ
︵
セ
ク
シ
ャ
ル
・
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
︶
が
守

ら
れ
ず
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
生
殖
に

関
す
る
考
え
に
つ
い
て
、
他
者
か
ら

制
限
を
受
け
る
な
ど
人
権
が
侵
害
さ

れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
女
性
が

あ
た
り
前
に
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場

の
環
境
整
備
、
い
か
な
る
職
業
で

Ｐ
Ｓ
Ｉ
-Ｊ
Ｃ
が
消
防
職
員
の
団
結
権
・
団
体
交
渉
権
を

求
め
て
決
議
案
を
提
出

Ｐ
Ｓ
Ｉ
第

Ｐ
Ｓ
Ｉ
第
3131
回
世
界
大
会
、ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
催

回
世
界
大
会
、ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
催

北欧地域の自治体・消防職員の労働組合との意見交換の様子

事前会議：若年労働者ネットワーク会議の様子
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あ
っ
た
と
し
て
も
、﹁
性
と
生
殖
に

関
す
る
権
利
と
女
性
の
保
護
」
が
守

ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

Ｐ
Ｓ
Ｉ
世
界
大
会
の
「
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の

救
急
隊
員
を
復
職
さ
せ
よ
！
労
働
組
合

員
へ
の
攻
撃
を
や
め
よ
！
」（
岡
大
祐

事
務
局
次
長
）

●
日
本
の
消
防
職
員
は
、
団
結
権
が
付

与
さ
れ
て
お
ら
ず
、
組
合
活
動
は
認

め
ら
れ
て
い
な
い
。
日
本
の
自
治
労

や
関
係
組
合
と
と
も
に
、
日
々
地
域

住
民
の
安
心
・
安
全
を
守
り
な
が
ら
、

団
結
権
の
獲
得
を
め
ざ
し
て
い
る
。

●
不
当
な
解
雇
は
断
じ
て
容
認
す
る
こ

と
は
で
き
ず
、
平
和
的
な
集
会
、
抗

議
活
動
に
対
す
る
脅
迫
で
あ
る
。
同

じ
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
立

場
か
ら
も
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
救
急
隊

員
の
復
職
要
求
を
支
持
す
る
。

　

２
０
２
３
年
10
月
24
日
︵
火
︶
13
時
か
ら

東
京
・
品
川
ザ
・
グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル
に
て
、

連
合
・
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、

全
消
協
四
役
お
よ
び
幹
事
等
が
参
加
し
た
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
お
け
る
経
験
を
生
か
し
、
そ

れ
を
教
訓
に
次
の
感
染
症
危
機
に
備
え
た
公

務
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
を
問
う
機
会

と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
と
く
に
医
療
や
公
衆

衛
生
と
比
較
し
て
、
必
ず
し
も
世
論
の
関
心

が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
と
は
い
え
な
い
救
急
に

フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
、
救
急
搬
送
困
難
事
案

へ
の
対
応
と
対
策
に
つ
い
て
、
日
韓
の
比
較

を
踏
ま
え
て
議
論
が
行
わ
れ
た
。

　

開
会
の
あ
い
さ
つ
は
、
芳
野
友
子
連
合
会
長
、

川
本
淳
公
務
労
協
議
長
、
郷
野
晶
子
Ｉ
Ｌ
Ｏ

理
事
が
行
っ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
は

次
の
通
り
。

基
調
講
演

①
「
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
：
ア

ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
雇
用
、
政
府

の
初
期
対
応
、
労
働
組
合
の
行
動
に
関
す

る
分
析
」

吉
田
昌
哉

国
際
労
働
組
合
総
連
合
ア
ジ
ア

太
平
洋
地
域
組
織
︵
I
T
U
C

­

A
s
i
a

P
a
c
i
f
i
c
︶
書
記
長

②
「
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
下
の
救
急
活
動
に
関
す

る
調
査

－

現
場
の
実
情
と
今
後
の
課
題

－

」

畑
中
美
穂　

名
城
大
学
人
間
学
部
教
授

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
シ
ョ
ン

　
﹁
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
お
け

る
救
急
実
態
か
ら
、
韓
国
と
の
相
違
を
踏
ま

え
た
わ
が
国
公
務
員
の
労
働
基
本
権
問
題
と

今
後
の
感
染
症
対
策
を
検
証
す
る
」

〈
パ
ネ
リ
ス
ト
〉

P
a
a
p
a  

D
a
n
q
u
a
h

　
　

I
T
U
C
法
務
室
室
長

高
鎮
永

　
　

大
韓
民
国
公
務
員
労
働
組
合
総
連
盟
国

家
公
務
員
労
働
組
合
消
防
庁
支
部
委
員

長
吉
永
紗
弓

　
　

全
国
消
防
職
員
協
議
会
女
性
連
絡
会
前

代
表
︵
佐
賀
広
域
消
防
職
員
協
議
会
︶

〈
モ
デ
レ
ー
タ
ー
〉

井
上
久
美
枝　

連
合
副
事
務
局
長

論
点
１
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
期
に
お
け
る
救
急
搬
送
実
態
の

両
国
間
の
異
同
か
ら
明
ら
か
と
な
る
課
題

に
つ
い
て

論
点
２
：
救
急
・
消
防
を
は
じ
め
と
す
る
公

共
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
労
使
関
係
の
あ
り

方
と
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て

　

後
半
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

全
消
協
か
ら
吉
永
紗
弓
前
全
消
協
女
性
連
絡

会
代
表
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
登
壇
し
、
日

本
の
消
防
に
お
け
る
救
急
搬
送
困
難
事
案
の

実
情
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

続
い
て
、
韓
国
公
労
総
の
高
鎮
永
委
員
長

が
韓
国
で
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
救
急
搬
送

の
実
態
を
報
告
し
、
労
使
の
協
力
に
よ
り
現

場
に
お
け
る
経
験
や
知
見
が
生
か
さ
れ
た
例

を
紹
介
し
た
。
韓
国
で
は
、
２
０
２
０
年
に

消
防
職
員
を
国
家
公

務
員
化
し
た
こ
と
で
、

感
染
症
の
多
い
地
域

に
広
域
的
な
人
員
配

置
を
す
る
な
ど
の
体
制

が
構
築
さ
れ
、
救
急
資

器
材
不
足
や
大
き
な
混

乱
等
は
生
じ
な
か
っ
た

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

高
委
員
長
は
﹁
韓
国
が

先
に
労
働
組
合
を
結

成
で
き
た
が
、
日
本
の

消
防
で
も
労
働
組
合
を

結
成
で
き
る
こ
と
を
確

信
し
て
い
る
」
と
の

エ
ー
ル
と
と
も
に
、
一

歩
踏
み
出
し
て
地
道
な
要
求
を
続
け
て
い
く

こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
た
。

　

日
本
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
時
、
１
週
間
で
８
０
０
０
件
超
の
救
急

搬
送
困
難
事
案
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
次
の

感
染
症
危
機
へ
の
備
え
と
し
て
、
救
急
搬
送

体
制
の
改
革
が
必
要
で
あ
る
。
現
場
の
意
見

を
踏
ま
え
た
見
直
し
が
行
わ
れ
る
た
め
に
は
、

公
務
員
の
労
働
基
本
権
の
確
立
は
不
可
欠
で

あ
り
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
契
機
に
、
全
消

協
と
し
て
も
社
会
的
な
喚
起
に
む
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
。

今
後
の
感
染
症
対
策
と
公
務
員
の
労
働
基
本
権
を
考
え
る
〜
救
急
業
務
の
韓
国
と
の
比
較
か
ら
〜

岡事務局次長が会場全体に訴えかける様子

パネリストとして発表している
吉永女性連絡会前代表

パネルディスカッションの様子

連
合
・
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催


